
     
 
 

 

 

看取りの医療ではありません！ 
 

様々な病気に伴う「体のつらさ（痛みや呼吸苦など）」 

「心のつらさ（不安、気分がふさぐ、落ち込むなど）」を 

軽くするためのお手伝いをする医療です！ 

 
 

 

[これまでの考え方] 

 

 

   [最近の考え方] 

 

 

 [これからの 

考え方のひとつ] 

 

＊緩和ケアは病気の時期や抗がん治療の有無にかかわらず必要なものです。 

＊抗がん治療を行う場合でもその開始・継続・再開の際に必要とされるものです。 

＊ 病気の症状を軽くするための治療も緩和ケアの一部と考えることができます。 
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◎緩和ケア科医師が主治医からの依頼を受けて、病気に伴う

患者さんのつらさを軽くするための方法を考えます。 

＊がんセンター新潟病院に入院あるいは通院されている患

者さんに限らせていただいております。ご了承ください。 

外来 月曜日から金曜日の午前９時から１２時まで 

場所 ２階「緩和ケア科外来」 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

◎多職種からなるチーム（医師：麻酔科・内科・緩和ケア科、

臨床心理士、がん薬物療法認定薬剤師、管理栄養士、医療

ソーシャルワーカー、がん看護専門看護師、緩和ケア認定

看護師、看護師）が医療スタッフからの依頼を受けて、病

気に伴う患者さんのつらさを軽くするための方法を考え

ます。 

＊がんセンター新潟病院に入院されている患者さんに限ら

せていただいております。ご了承ください。 

「緩和ケア科」の診察を希望される方は

主治医にご相談ください。 

「緩和ケアチーム」の診察を希望される方は

主治医、病棟の看護師または病院２階の 

相談支援センターにご相談ください。 


